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久我雅紹先生は40年以上におよぶ長い間、亜細亜大学発展のため、と
りわけ英語教育充実のために並々ならない多大のご貢献をのこして、今、
心血を注がれた本学の英語教育の現場を去ろうとされています。先生とと
もに、英語教育に携わり大変お世話になりました英語担当の一員としてま
た後輩として、先生の長年にわたる御労苦の数々について拙い言葉ですが
書き記し、感謝とお礼の言葉に代えさせていただきます。
先生は千葉県船橋市に生まれ、明治学院大学英文学科で学ばれ、ご卒業
と同時に、千葉県立安房南高校にて英語教師としての道を歩み始められま
したが、1966年千葉の地より武蔵野の亜細亜大学に導かれました。
爾来42年の長きに亘って、先生が愛してやまなかった亜細亜大学にお
いて、英語教育充実のため存分にその賜物と力量とを発揮してこられたの
であります。
久我先生は、当時新たに導入されたLLでの英語教育にも携わられ、ま
た夏休みの数週間実施された「英語」の再履修クラスのために汗を流され、
さらに、次第にその種類も量も増していった英語入試問題の作成作業と、
当時は、夜遅くまで一枚一枚手作業での入試の採点など、先生より5年遅
れて亜大の英語教師となった私が先生と共に担った苦労の数々を、今は懐
かしい思い出として走馬灯のように思い起こしております。
久我先生は1966年に亜細亜大学に就任され、以来42年の聞教鞭をとら
ユ
れたのでありますが、ちょうどその半ばの時点でもある1987年に衛藤津
吉先生が学長に就任され、その強力なリーダーシップの下、英語教育改革
が始まった。すなわち、英語専攻の学部を持たない社会科学系の亜大にお
いて、英語教育に一大改革をもたらすべく、いわゆる（1）フレッシュマン・
イングリッシュ・プログラム（FEP）と、（2）亜細亜大学アメリカ・プログ
ラム（AUAP）の二つでありました。それはわが国の大学英語教育に対す
る亜細亜大学による新たな挑戦でもありました。
英語教育プログラムとして今日まで1万名以上の亜細亜大学生を送り出
してきた20年に及ぶ栄えある歴史を持つAUAPの先兵として久我先生は、
正式なAUAPが始動する前年の1988年、AUAPパイロッ　トプログラ
ムとして提携校である西ワシントン大学に60名の学生を引き連れ5カ月
間を過ごされ、現地での困難な課題をこなされました。
さらにフレッシュマン・イングリッシュ・プログラムを担当するネイ
チイヴの客員教員（VFM）を擁する英語教育研究所－のち英語教育セ
ンターと改称－の所長として二度に亘りその任を果たされ（1990年4月
－1991年3月、1997年4月－1999年3月）、その充実発展のために尽くされ
たことも特筆すべきことであります。
先生はこのようにFEPおよびAUAPに多大の貢献を果たされただけで
はなく、亜細亜大学が、これまで地道に充実発展させてきたAUGP（亜細
亜大学グローバル・プログラム）という海外留学プログラムのためにも並々
ならぬ協力を惜しまず、とりわけ、英国レディング大学への語学プログラ
ムを立ち上げるため、現地におもむき努力されたことも忘れてはならない
ことであります。
亜細亜大学における久我先生のお働きは、そのような英語教育プログラ
ムの組織上の責任だけではなく、英語教師本来の務めである授業研究にも
遺憾なく発揮されたのであります。今日の大学教育においてますますその
重要性を増している授業研究をご自身の担当科目において実施し、多くの
研究成果を論文および口頭にて発表されてこられました。とりわけ長年ご
2
深　山　　　祐
担当された「西洋文学」の科目においては、授業活性化の一助として、ま
た学生とのコミュニケーションを図るために、FORUM「西洋文学通信」
を、頗後まで発行し続けられたことであります。受講生から寄せられた授
業に関するコメントや質問、講義で取り上げられた作品、および読書、芸
術活動などについての受講生の感想、意見を毎週ワープロに打って編集し、
内容によっては返信を付けて学生に配布するという労を先生は惜しまれま
せんでした。毎号B5版で平均6頁の「通信」を330号を越えて発行され
たことは、先生の授業に傾けられた情熱が如何に強いものであったかを如
実に示す証左と言えると思います。
大学教育の大綱化に伴い、2001年4月、英語教員は学部分属となりまし
たが、その後も英語連絡会を通じて、カリキュラムや入試等々の英語教育
に関わる分野において密接なつながりを保ちつつ、共に苦労し、また先生
に大変お世話になりました私たち英語教員は今ひとしく、先生を送り出さ
なければならないことに特別な惜別の想いを禁じえないのであります。
今後ともに健康に留意され、亜細亜大学英語教育の行く末を見守ってい
ただきたいと切に願いつつ。
